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７月１日（月）生徒会活動として「いじめゼロ集会」を実施しました。まず、井上幸美生徒会長からいじめゼロスローガン「Peace」の言葉に込めた理由を伝え、生徒・教職員

全員で、「いじめゼロを続けていく学校」であり続けるには一人ひとりが自分の心と向き合うことが大切であることを確認しました。次に、一人ずつ「いじめゼロであり続けるた

めに必要なこと」をイメージする言葉とその言葉に込めた思いを紹介しました。「Smile＆Peace」や「Respect＆Peace」などそれぞれの思いが英単語に込められていました。

発表が終わると聴いている人たちから自然と拍手が生まれ、和やかな雰囲気に包まれました。そして、全員で「いじめゼロ宣言」を読み上げ、「いじめは絶対にしてはならない」

というみんなの気持ちを一つにしました。自分の心や分校での生活の中に「いじめの芽」が出ていないか、自分の心を見つめ、自分の心と向き合い、これからも「いじめゼロ」を

目指していきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Love Land 
aiLand 

【Smile＆Peace】【Respect＆Peace】【Rainbow＆Peace】【Thanks＆Peace】 【「常に自分の心と向き合うこと、いじめの小さな芽が生まれたときに気付く人間になること」】 

今年度も、相島の美しい海で水泳の授業を行うことができました。 何よりも大きなけがや事故がなく、安全に実施できたことがよかったです。海での水泳授業に当たっては、

６月３日（月）に相島区の皆様にオイルフェンスを張っていただき、６月１４日（金）のCSの日には、小中の児童生徒、保護者の皆様で海岸清掃を行って、安全に気持ちよく実施

できるよう準備をしました。６月２５日（火）を皮切りに、毎回２時間の授業を計４回実施し、うち２回は小中合同で行いました。毎回の授業を楽しみにしている微笑ましい姿、学

年が上がるごとに泳ぎが上達しているたくましい姿、準備や後片付けを率先して行う心優しい姿に改めて皆さんのよさや成長を感じました。そして、７月１１日（木）の遠泳記録

大会では、開会式で稲光郁斗さんが、「自分の目標達成に向けて頑張ることはもちろんですが、泳いでいる人をしっかり応援しましょう」と話し、それぞれが自分の力を存分に

発揮した素晴らしい遠泳記録会となりました。保護者の皆様もたくさん応援に来てくださりありがとうございました。 

～働くことの意義ややりがいについて学びました～ 

７月２日（火）、３日（水）の２日間、２年生は職業体験学習を行いました。それぞれ、自分が体験したい事業所を決め、自

分で事業所に依頼の電話をし、職業体験を行う上での事前授業をして臨みました。体験学習後、生徒たちは、「お客様か

ら『ありがとう』『頑張ってね』と言われ、とてもうれしい気持ちになりました。これから家族や友達にも感謝の言葉を伝えて

いきたいと思いました」「仕事というのは誰かに喜んでもらえることがやりがいになるということを学びました。裏で作業をし

ているときも、直接お客様との関わりはないものの幸せを届けることができる素敵な仕事だと思いました」「接客では、言葉

づかいに気を付けながら、お客様が何を目的としているかを考え、満足していただけるように心がけました。今後も、相手の

気持ちを考えながら、コミュニケーションをとっていきたいです」「経営理念が素晴らしいと思いました。一つ一つの作業を

丁寧に行っており、お客様も安心できると思いました。この体験を通して、行動力をさらに付けていきたいと思いました」と

感想を述べ、働くことややりがいについて多くのことを学ぶことができていました。 

お忙しい中に、快くお引き受けいただいた事業所の皆様に感謝申し上げます。ありがとうございました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【保護者の皆様へ】 

 日頃より、本校の教育活動に対しまして、ご理解・ご協力をいただきありがとうございます。今学期のお子様の学校生活・ご家庭での生活

の様子はいかがでしたでしょうか。分校での様々な体験を通して、一人一人が大きく成長した 1学期だったと思っております。2学期以降も、

分校のよさを生かして日々の教育活動に取り組んでまいりたいと思っておりますので、お気付きの点や気になることなどございましたらいつ

でもご連絡ください。保護者の方とともに子供たちを支え、育んでいきたいと思っております。どうぞよろしくお願いいたします。 

７月９日（火）に、本校の 
スクール・カウンセラー前田 
先生にソーシャルスキル・ト 
レーニングをしていただきま 
した。人が社会で他の人と 
関わりながらよりよく生きて 
いくために必要なスキルとし 
て、「わたしメッセージを伝え 
る」「反対の意見を伝える」をテーマに、様々な事例をもとに自分の思い
をどのように伝えたらよいのかを考えました。授業の振り返りでは、「相
手の意見を尊重しながら自分の意見を言うことが大切」、「人の意見を
最後までしっかりと聞くように心がけたい」、「普段当たり前にしているこ
との重要性を再確認することができた」などの意見を聞くことができま
した。分校は１２名と少ない人数なので、その中で人とよりよく関わりな
がら学校生活を送るために大切なことを学べたのではないかと思って
います。 

７月１２日（金）に、株式会社ラックの研究組織サ 
イバー・グリット・ジャパンの副ジェネラルマネージャ 
ー、一般財団法人草の根サイバーセキュリティ推進 
協議会常任理事、デジタル庁デジタル推進委員な 
ど兼任されていらっしゃる吉岡良平様を講師として 
お招きし、「デジタル社会の中心で情報を上手に利 
用して活躍するために」というテーマでお話をして 
いただきました。ネット情報に騙されず、トラブルに 
巻き込まれない利用者になるための様々な知識や心構えについて学ぶことができました。生
徒からは、「利用をするときには、寝る前には画面を見ないこと、時間制限をすることを実行し
たいと思いました。ネットにアップした言葉や写真は消えないから誰かが傷ついたり、怒ったり
しないかよく考えてから送信したいです」「ＳＮＳが普及し、便利なことが増えたけれど、逆に便
利なものは使い方が大切なのだと痛感しました。投稿するときは情報を大切に扱うことはもち
ろんですが、今あるほとんどの仕事がＡＩになるといわれる中、未来を生きる人間として、アナロ
グも大切にしたいと思いました」などの感想が述べられました。それぞれ、学んだことを日常生
活の中で実践につなげてほしいと思います。 

７月１９日（金）は、１学期の終業式です。皆さんにとって、１学期はどうでしたか？１年生は初めての中学校生活に戸惑うこともあったかと思いますが、少しずつ中学校生
活に慣れ、４人、一人一人がよりよい学校生活を送るためにどんな気持ちが必要であるかを考えることができたのではないかと思います。２年生は、初めて後輩ができ、常に
先輩としてどうあるべきかを考え、行動しようとしていたのではないかと思います。また、先輩の姿を見て、自分たちがどんな先輩になりたいのか、４人がどうまとまればよいか
考えているのではないかと思います。３年生は、最上級生として、行事や様々な場面で、リーダーシップを発揮し、後輩たちに伝えたいことは何かを考え、行動していたのでは
ないかと思います。また、一人一人が受験に向けての意識を高め、４人全員がお互いの進路実現に向け、何ができるかを考えているのではないかと思います。日々、学び、成
長をしている皆さんを素晴らしく思います。終業式では、各学年の代表が、１学期を振り返って、成長や２学期に向けての思いを述べました。その一部を要約して紹介します。 

１年生代表 澤 佑都さん  
中学校に入学して３か月。初めてのことばかりで、分からないことがたくさんあった１学期でしたが、先輩方や先生方に支えられて乗り越えることができました。ありがとう

ございます。１学期の振り返りを２つ発表します。 
１つは 学習面です。中学校では、しっかりと授業内容を理解し、計画的に勉強しないといけないということを実感しました。２学期からは、１時間、１時間の授業をし

っかり聞いて理解し、分からないところは先生に聞いたり、自分で調べたりして分からないところをなくし、２学期のテストでは反省点を改善したいと思います。 
２つは、部活動です。私は１年生で夏の中体連に出場させていただきました。３年生にとって最後の大会。何事にも必死な姿を目の当たりにし、少しでも協力するこ

とができればと精一杯日々の練習や試合に臨みました。今回の大会を通して、結果だけでなく、３年間の取り組み方や大会運営、応援をしてくださる方々への感謝の
気持ちを大切にすることなどを３年生の姿から学ぶことができました。 
明日から夏休みに入ります。苦手なことから逃げずに乗り越えていこうとする「精神面」と人として当たり前のことを当たり前に行っていく「社会性」を日々磨いてい

きたいと思います。 

２年生代表 水津 栞さん  
２年生になって、だんだんと「先輩」としての役割を理解して学校生活を送れるようになってきました。この３か月間で頑張ったこと、学んだことが大きく分けて２つあります。 
１つは、学習面です。１年生のときより内容が難しくなりました。しかし、「分からないことを聞くことは恥ではない」ということを学んだので、先生やクラスメイトに質問をして、

教えてもらう機会が増えました。クラスメイトは同じ目線で教えてくれるので理解が高まりました。テスト勉強では、ワークはなるべく序盤に終わらせ、後半は大事な内容や語
句をまとめることに専念するなどやり方を変えてみました。すると昨年よりもよい結果になりました。このことから、よりよい方法を見つけていくことを学びました。 
２つは、先輩という立場です。１年生が入学して、最初は何をすればよいのか、何を意識すればよいのか分かりませんでした。生徒会や部活動でも３年生に支えられて行う

ことができていたので、先輩という立場がいかに大変かを私は部活動を通して学びました。１年生と基礎打ちをしたときに、自分がやっていることと比べて、どこをどう改善す
ればよい動きになるのか分からず、どんな声かけをしたらよいのか、悩むばかりです。教えるのが得意ではないせいか、先輩のすごさを思い知らされました。しかし、同級生と
一緒に教えたり、周りに支えられたりするのも先輩の一つの姿として、自分なりの先輩らしさを出せればいいのかなとも考えています。 
２学期は、１学期に頑張ったことを継続し、自分なりの先輩の在り方を意識して常日頃から頑張っていきたいです。 

３年生代表 井上 幸美さん  
３年生として、生徒会長として緊張しながら迎えた激動の１学期でした。中学校生活最後の部活動、いじめゼロサミット、水泳など、名残惜しい気持ちを残しつつ、過ごして
きました。その中で頑張ったことが二つあります。 
１つは、いじめゼロサミットです。前回のクオリティを保ちつつ、新生徒会の次のサミットに向けて分かりやすくまとめることを頑張りました。先生やクラスメイトに手伝ってもら
いながら何とか達成でき、相島分校の一定評価も得られよかったです。次のサミットでは新生徒会が主導となります。私たちがいる間にたくさん頼ってもらえたら嬉しいで
す。 
二つは定期考査です。１日中勉強して自学ノートは１０冊を超えました。結果はまずまずでしたが、教科によってばらつきが出てしまい後悔が残りました。振り返りもしっかり
したので、次の夏の課題テストでは、テスト範囲を惜しみなく自学ノートでしっかりとまとめ、ワークの問題を解きまくって不安も一切残さないように勉強したいと思います。２
学期の定期考査は進路にも関わってくるので、夏休みは気を引き締めて勉強を頑張りたいです。 
７月１７日は私の誕生日です。晴れて１５歳になりました。これからも、気持ち新たに学習、そして後輩の教育に励み、少しでも分校が成長できるような生徒会活動を仕組
み、１、２、３年生とともに頑張っていこうと思います。 

７月２２日（月）補充教室 

７月２３日（火）補充教室 

三者面談（～８月９日） 

７月２５日（木）補充教室 

７月３１日（水）質問教室  

８月 １日（木）質問教室 

８月 ２日（金）質問教室 

８月１１日（日）山の日 

８月１２日（月）振替休日 

８月１３日（火）学校閉庁日 

８月１４日（水）学校閉庁日 

８月１５日（木）学校閉庁日 

  

８月２８日（水）始業式 

８月２９日（木）中学生の未来におくるコンサート          

             お弁当持参   

８月３０日（金）課題テスト（５教科） 

９月 ３日（火）生徒会 

９月 ４日（水）３年生高校体験（城東高等学校） 

        ２年生修学旅行説明会（６校時） 

９月 ５日（木）補充教室  


